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内

東
京
文
理
科
大
学
漢
文
学
会
は
、
会
報
第
十
四
号
を
、

母
校
の
発
鋭
的
関
学
式
記
念
号
と
し
て
、
世
に
怠
る
。
執
筆
者
の
諸
氏
は
、

み
な
と
れ
現
下
我
が
v

卸
会
の

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
象
徴
す
る
人
材
で
あ
る
。
之
が
月
旦
は
、
即
ち
我
が
説
会
二
十
年
余
の
歩
み
に
対
す
る
功
罪
判
定
で
あ

p
、
我
ら
は
心
を
鼠
し
く
し
て
、
そ
の

破
邪
顕
正
の

ベ
く
、
切
に
期
す
る
所
あ
る
も
の
で
あ
る
ω

此
の

で
、
木
記
念
号
を
、
私
は
砕
会
の
安
任
者
と
し
て
、
無
限
の
愛
撫
と
、
契
，
々
た

。

』
村
山
我
が
崎
会
は
、

国
波
学
け
な
和
代
と
し
て
昭
和
七
年
二
月
創
設
せ
ら
れ
て
以
来
、
新
料
品
の
研
究
と
普
及
と
を
間
棋
に
、
孜

問
教
授
を
会
長
に
戴
き
、

月
一
符
の
談
を
ク
JY
け
、
遂
に
昭
和
八
年
一
一
一
月
に
段
、

ポ

34ア
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自
斗
ハ
刻
午
限

の
会
報
第
一
口
一
つ
を
創
刊
、

比
一
一
さ
か
単
界
谷
間
似
の
恩
義
に
酬
い
た
の
で
あ
っ
た
c

体
制
一
雌
伏
は
あ
っ
、
允
一
が
、
諸
橋
?
内
野
(
ム
口
〉
調
会
長
を
経
て
、
竹
間
数
授
会
長
に
就
か
れ
る
や
、
期
単
復
興
の
英
図
を
実
現
せ
ら
れ
，

mm
和
二
十
六
年

先
づ

の
新
抱
負
と
準
向
づ
け
を
呈
示
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ニ
ヤ
七
年
一
一
一
向
ぺ
会
長
竹
間
教
授
の
定
年
退
職
せ
ら
れ

し
、
今
此
の
記
念
口
す
に
、
永
い
過
去
千
態
の
謝
題
、
と
友
愛
と
感
擦
と
を
軍
め
、
透
か
な
る
未
来
へ
の
新
生
期
待
と
切
艇
と
決
意

機
し
い
舟

の
一
発
展
的
沼
運
命
乞
捻
り
、
豆
一
博
か
し
い
教
育
大
味
漢
文
学
会
の
一
州
生
を
迎
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

へ
ば
、
万
感
交
三
点

一
一
十
有
四
年
の
精
進
皮
切
で
あ
っ
た
c

会
友
一
同
加
凡
て
二
百
有
余
。

英
材
を
い
だ
き
づ
〉
、
肢
に
幽
明
を
具
に
し
た
丈
夫
も
幾
人

か
。
私
は
そ
れ
ら
の
明
護
友
悼
み
づ
〉
も
、
撃
を
開
く
す
る
の
で
あ
る
。

人
生
限
弘
法
あ
り
、
勢
ひ
は
時
と
し
て
吾
ら
に
己
み
が
た
い
加
。
さ
れ
ど
、

そ
れ
だ
け
に
、

臨
ん
で
の

人
が
議
止
は
、
省
忠
清
明
?
あ
づ
て
ほ
し
い
。
今
や
道
義
の
自
覚
高
揚
は
、
良
部
の
探
求
に
一
渉
先
ん
じ
て
一
一
一
忠
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

問
問
問
仰
と
共
に
往
き
、
借
V

均
十
倍
成
、
識
の
純
粋
確
立
の
為
に
は
、
経
毛
の
一
己
は
激
へ
て
堵
せ
ん
と
す
る
も
の
。
倖
に
諒
せ
ら
れ
よ
。
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